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基本方針

《関西電力グループ環境行動方針》
関西電力グループでは、持続可能な低炭素社会の実現に、より積極的に取り組む
ため、これまでの地球温暖化防止対策「ニューERA戦略」をさらに進化させた「関
西ｅ－エコ戦略」を策定し、関西電力グループ環境行動方針を2010年４月に見直し
ました。３つの柱からなるこの環境行動方針に基づき、グループ－体となって環境
保全への取組みを継続することで、持続可能な社会の構築に貢献します。
１．低炭素社会の実現に向けた挑戦
持続可能な低炭素社会実現に向けた総合戦略「関西ｅ－エコ戦略」をはじめとした
取組みの推進により、「低炭素社会のメインプレーヤー」となるぺく挑戦する。
２．循環型社会の実現に向けた活動の展開

ゼロエミッション達成に向けた取組みを図る等、関西電力グループ一体となり、
循環型社会の実現に向けた活動の展開を図る゜
３．安心され、信頼される環境先進企業をめざした取組みの展開
地域環境保全対策や環境管理の推進、環境コミュニケーションを進め、安心さ
れ、信頼される環境先進企業をめざす。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

｢関西電力グループ環境行動方針」に基づき、環境活動に関する目標を策定し、
さまざまな取組みを実践しています。
《エコ・アクション（目標：全19項目より抜粋）》
１．使用(販売)電力量あたりのＣＯ２排出量の低減

【目標】0.282kg-CO2/kWh程度(2008～2012年度の5カ年平均）
(CO2クレジット反映後）

２．次世代電気自動車およびプラグインハイブリッド車の導入台数
【目標】2011年度までに200台程度

2013年度までに1500台程度
３．産業廃棄物リサイクル率の向上
【目標】2012年度までに99.5%以上

2013年度以降、取組継続
４．環境家計簿の普及・啓発

【目標】社内外における当社環境家計簿の利用促進

目標を達成するための取組の内容

◆火力発電所の熱効率の維持・向上によって化石燃料の使用量を節約し、CO2排出
量の抑制に努めています。堺港発電所ではコンパインドサイクル発電方式への設
備更新をおこない、2009年から2010年にかけて1～5号機が運転を開始しました。
これによって熱効率が約41%から約58%に向上しました。姫路第二発電所において
も、コンバインドサイクル発電方式への設備更新に取組んでおり、熱効率が従来
の約42%から世界最高水準の約60%へと大幅に向上する見込みです。
◆お客さまが省エネ・省コスト・省CO2を意識しながら電気をご利用いただけるよ
う、毎月の電気ご使用量に加えて、直近15カ月の電気ご使用実績と、そのご使用
量に対するCO2排出量をチェックいただける「電気ご使用量のお知らせ照会サーピ
ス」のサイトを当社ホームページ上に設けています。ま
されますと電気ご使用量、電気料金が環境家計簿「エコ
動連携されます。

た、このサービスを利用
ｅライフチェック」に自

◆事業活動全般にわたって廃棄物の３Ｒ活動を推進しています。例えば、不要に
なったコンクリート電柱は道路路盤材などへリサイクルしています。

目標を達成するための取組の進捗状呪

《エコ・アクション（2010年度実績：全19項目より抜粋）》
１．使用(販売)電力量あたりのＣＯ２排出量の低減(※）

【実績】0.281kg-CO2/kWh(CO2クレジット反映後）
(0.311kg-CO2/kWh(CO2クレジット反映前)）

(※)当社CO2排出係数の実績は暫定値であり、「地球温暖化対策の推進に
関する法律」に基づき別途国から公表される予定です。

２．次世代電気自動車およびプラグインハイブリッド車の導入台数
【実績(参考)】導入台数168台

３．産業廃棄物リサイクル率の向上
【実績(参考)】99.7％

４．環境家計簿の普及・啓発

【実績(参考)】11,113人

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価 概ね計画どおりに取り組むことができています。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

2010年度は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に抵触しているとして大分県
より指導を受けたため、速やかに是正処置を行い、関係箇所へ報告いたしまし
た。当社は、今回の事象に対する再発防止に向けた取組みを確実に実施するとと
もに、今後も、法・条例および環境保全協定の確実な遵守に努めてまいります。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

当社は、環境問題への先進的な取組みを部門横断的に推進するため、「CSR推進会
議」の下部組織として「環境部会」（毎年度２回開催)を設置しています。平成22年
度の環境部会において、環境方針に基づく環境管理活動および循環型事業活動に
関する具体的行動計画の策定、具体的行動計画であるエコ・アクションのチェッ
ク.アンド・レビュー等を実施しました。


